昭和四九年商法改正と法制審議会商法部会小委員会（十六ノ一） -民事局参事官室試案修正案（第三次）・株式会社監査制度改正要綱（案）を基に- by 三枝,一雄
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昭和四九年商法改正と法制審議会商法部会小委員会（十六ノ一）（三枝）
くり返しの者を認めて、多数持っているやつにもっとやるというのは有限会社の本
質に反するから無効だという議論、できますか・・・。
わかりました。そういうことで条文をつくるときのはひとつ考えさせてもらい
たいということをうたいましょう」（同速記録 28頁）。
以上のように、支配会社・従属会社の定めについては、議決権を基準にするとい
う方向にほぼ異論はないが、その規定の表現の仕方については、いろいろな意見が
出され、部会での要綱の審議に委ねることで小委員会としては纏まったようである。
（続）
（明治大学名誉教授）
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